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岸田政権の「敵基地攻撃」大軍拡（安保３文書）で京都はどうなる 

－身近なところで何が起こっているのか－ 
 

「台湾有事」はあるのか「戦う覚悟」は？ 

日本防衛・安全保障なのか？日米同盟＋QUAD＋NATO の対中国包囲網への参戦 

しかし、アメリカはイスラエル擁護を優先、ロシアを弱め、中国を抑える 

 

国家総動員の戦争する国づくり 

 ＦＭＳ方式で武器爆買い、疲弊する軍需産業には共同開発で武器輸出の道 最後は「工廠」化 

 「国の防衛」というわりに国防の考えや用兵の思想もない、あるのは日米同盟 

   政府は「米国に見捨てられないように、戦争に巻き込まれないように」願うだけ？ 

  ex.全土で低空飛行を「合意」～CV22「不時着水」～墜落～飛行停止～生産終了…どうする日本 

 

「粘り強くたたかう自衛隊」 

IAMD、EABO、ISRT、SiF とは・・・どこと、いつまで戦うのか、そのとき国民は 

食糧・肥料・飼料・燃料などが枯渇して島国日本は滅ぶのか 

  わたしたちにとっての安全保障は？ 

「国民保護」戦争被害に補償はない・・・国が補償するとなれば戦争抑止にも 

 

「強靭化」「持続性（継戦能力）」 

 戦争法は安保法制だけではない  身近な基地が出撃基地に、要塞化？ 

 「反戦デモ」「報道」を敵視する自衛隊・・・住民を調査・監視、何を守るのか 

 

自衛隊の実態・・・装備・弾薬より人（人的基盤の強化） 

 法定受託事務と地方自治・・・募集業務、重要土地等調査法などで住民情報提供！？ 

戦争協力事務をしない自治体を 

 

戦争準備ではなく平和の創造を 

ウクライナ、ガザ・・・ 

 核兵器廃絶は現実的な課題 

気候危機、水質汚染・・・PFAS、COD 

 物価高、コロナ、・・・何兆円も軍備にかけるより安上がりな外交を 

  ASEAN のような信頼醸成、予防外交、紛争解決へ 

「どっちにもつかない日本」・・・憲法 9 条をもつ戦争被爆国という「ブランド」 

   全方位外交（非同盟）、核廃絶、戦争責任と戦後補償、武器輸出と海外派兵の禁止など 

 

※関連の画像資料は「京都平和委員会」のＨＰに掲載（随時更新）しております。 
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